
 福山のふもとの西斜面には、総数200基を超える古墳群が認められます。 

 古墳時代後期にあたる6世紀後半～7世紀中ごろに築造・使用されたものが主となっています。  

天神古墳群、満貫古墳群、峠古墳群などの支群に分かれ、これらを総称して三因古墳群と呼んで

います。全国においても有数の規模を誇る古墳群です。      
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天神４６号墳  

満貫古墳群位置図 

天神５９～６１号墳  

写真提供 総社市観光プロジェクト課 文化財係 

峠４５号墳  

「総社市公式観光WEBサイト」より 

亡くなった友を偲びながら

訪れた古墳 
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